
第２回オープンスクエア（平成９月２７日） 

１班（５人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市民だけで

はできない） 

行政が参加す

る手段を作る 

市職員の意識

改革 

国政が遠いこと 

（例）新幹線公害問題など 

県行政が遠いこと 

（例）墓地建設問題での

知事権限など 

地域（まち）づくりに住民の意

見、希望が反映しやすい組織が

ないこと 

←自治会等のあり方の問題 

酒匂川流域の環

境整備 

自然環境 
緑が失われ
ていくこと 

小田原城跡の環
境の一層の充実
と整備 

資料４ 

行

政 

高齢化して

いる隣近所 

子ども見守
り 

隣近所での見

守り。 

地域の活性化 

市参加の意識をど

う高めるか 
市民に参加の声

を掛けても無関

心が多い 

何事にも当事者

意識の希薄さ。 

市政などに無関

心な人がいる。 

市民参加が基本というが

一般市民の参加が少ない。

声の大きい人の意

見しか挙がってこ

ない。 

参加したくと

も方法がわか

らない。 

市民参加 

自然 

子供の教育 

・ 学力 

・ 郷土愛 

をどう育てるか。 

まちづくりについて中学、高校等

の教材にし、子どもたちの意見を

聞く等 

開かれた市民意

識 

・子どもをみんな

で見て 

子ども 

地域の商店が
続々と閉店して
いくこと 

人口が少ない 
（＝担い手の減少）

産業が少ない 
まちとしての活気
が出ない 

産
業 

身近な集会所

（公民館）がな

いこと。 

住民の足としての路

線バス便が減少して

いくこと。 

その他 
まちづくり検討委員会、

何々検討委員会等、検討委

員会が多い 



第２回オープンスクエア（平成２１年９月２７日） 

２班 ６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業者・水産業者 

の担い手不足 

産業 

仕事不足 

小田原市から 

出ていって 

しまう(子供) 

仕事など 

による 

人口が 

減っている 

小田原駅周辺 

など中心市街 

地の 

シャッター 

通り化 

まちづくりに 

関心がない人 

が少なからず 

いる 

まちづくりに 

関わる余裕が 

ない(そう思っ 

ている)人が多い

農作物 
出展者が持って 
いって出店者が 
売る（ＪＡを介 
さない） 

小田原ブランドを 

市内だけでなく 

全国的に発信 

（特産品など） 

人口を増す手段 

税の優遇 

行政は、もっと 
ていねいに各部門 
毎の事業について 
のコストを算出し 
て、市民が判断す 
るための材料を 
出すべき 
説明責任 
事業の検証 

観光客の増加 自給率の高い 

小田原市に 

まちづくりに対する意識 環境 子ども 

行政主体 市民主体 

課
題 

対
策 

目
指
す
姿 

まちづくり検討

委員会に意見を

言う場がない 

地域作り検討委員会が
進んでいる様だが住民

に参加募集がない。 
全員参加方式を地域に
求めて欲しい 

公的資金を活用した 
事業で市民参加が 
支援を受けても、 
その市民の情報が 
得られない 
過剰な個人情報保護 

担い手に偏り 

がある 

(地域活動) 

小田原を 

愛する心が 

育って 

いない 

行政が引き受けた
約束の回答が非常

に遅い 
行政のクイックレ
スポンスを求める 

市職員を施策の 

第一線に出す 

小田原を 
誇りに 
思える 
教育 

まちづくり検討 

委員会の委員を 

広くつのるべき 

まちづくり検討委 
情報をちゃんと 
公開すべき 

ゴミのポイ捨て 

タバコの 

ポイ捨て 

子供をみてくれ
る場所(子供の居
場所)が少ない 

子どもが減って
いる 
↓ 
学校の統合 
↓ 
地域から学校が 
なくなる 

環境ＩＳＯの 

手法を採り入

れたらいかが

ですか 

ゴミ箱 

設置 

・自然 
 (海・山・川) 
・文化財 
・都市環境の 
整備 

海岸、いつも 
汚れている。 
２～３ヶ月に 
１度、１人で 
ゴミ拾いを 
している 

木くずを 
おいておいたら 
近所の人が 
畑に利用 
→野菜をくれる 

環境先進都市 

人口増加策 

・保育園の整備 

・教育レベルの 

向上 

(秋田県並みに) 

子育てしやすい 

街 

みんなで つくる 住みよいまち 小田原 



第２回オープンスクエア（平成９月 27 日） 

３班 ６人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会の会議や行

事は「例年通り」ば

かり 

近くの娯楽施設で夜

中に大声を上げてい

る人がいる。小さい

子どもの声もする

（夜中なのに・・・）

草の放置 

近所の水路に（人家

がない）ゴミが捨て

られ放置されてい

る。 

中高生の「たむろ」に

おまわりさんを呼ぶ

のじゃなく自分達で

叱ってあげたい。 

自治会でご

近所で解決

できそう 

用水路の水量の管

理保管 
地域のつな

がりをどう

生 み 出 す

か？ 

自治会役員の

若返り（団塊

世 代 を 入 れ

て） 

車の運転者 

自転車 相方の思

いやり走行 

宅地化の進んでい

る所では、自治会が

旧住民中心で動い

ている。（地域で顔

見知りは旧住民同

士だけ） 

街の新住民を街づ

くり、自治会活動に

引き込んでゆくに

は？ 

町の文化活動への

学校の協力 

（町並み再発見展

への参加など） 

街灯 

・（電気）の暗い所（酒

匂川の散歩道） 

・トイレもほしい 

・椅子もほしい 

自転車のマナ

ーの徹底 

家族による高齢者の

自宅介護の限界 

  ↓ 

含 老人介護 

 
地域の同じ立場

の方で話し合え

る場を設ける 

業者（パックの工

夫） 

スチロールゴミの回

収を増やせないか 

街づくりは、 
つながり作りから 

子ども、若者の活

躍の場 

自転車マナー 

 

ルールの徹底 
自転車 

歩道の整備 

小田原市内の駐

車場。市民は安く

ならないのか。 

 

 

まず、私から 

市民 
まずは、 

 

 

ぐるみで 

地域 

 

 

 

の協力をあおごう 

 

行政の協力 

 

 

栢山の用水路にザリ

ガニがいなくなっ

た。 

環境 



第２回オープンスクエア（平成２１年９月２７日） 

４班 ５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

向こう三軒両隣の 

無関心（個人情報）

若い人に通じる 

言葉 

議会で否決された 

上で再選挙 

このオープン 

スクエアの 

参加者が少ない 

（増やす為の 

方法？） 

Ｏ.Ｓ.の人集め 

↓ 

広報・ＰＲ 

条例の必要性 

市民の多くに、

自治基本条例 

とは何ぞや 

までも 

知らない人が 

多すぎる 

実効的条例に 

したい 

実行力がない 

議論の枠組み 

自治基本条例 

今だから必要、 

遅すぎるという 

意見 

地方分権 

(地域主権)の問題 

もっと議論を 

パンドラの箱を 

あける 

二市八町 

→必要ない 

水道代が上がる。

民主党が政権 

とり、特権が 

なくなったので 

やめてほしい。 

「小田原」 

という名は 

残して欲しい 

行動してみての

結果でないと 

いけない 

南足柄文化 

ホールの 

閉鎖について 

政権交代により、 

小田原がどの様に 

変わっていく 

のか？心配 

挨拶運動 

会議 

スペースの 

無料化 

わんぱくランド 

秦野では、地域する

人に２００円の地域

貢献券をくれる。 

→公園に利用できる

（鶴巻温泉、トレー

ニングジムなどに

利用できる） 

わんぱくランド、 

今まで入場料も駐車

場も無料だった。 

１回５００円駐車場

とられて困る 

道路に 

自転車レーン 

が欲しい 

自転車(アシスト自

転車,etc.)の街 

小田原 

（その為には逆に、

自転車の法、条例

厳しく、抑止力）
議員さん 

協力して欲しい 

→プレの時に足を 

引っぱる発言して 

いる人がいた 

皆が心配している。

固定資産税、企業が

どんどん減っている

中でこまる。 

これ以上増えては 

ゆとり教育が 

本当に良いのか 

→孫が４年生と１年

生なので、これで

良いのか、と思う

ボランティアの 

仕方 

→今いくつかやってい

たり、入っているが

メンバーを増やした

いが増えない 

昨夕、メインストリ

ートをバスで通った

ら、結構空き店舗が

増えていて、何とか

しないと 

印刷局の体育館が 

閉鎖され、大変 

困っている 

近隣市町との 

比較をすべき 
小田原の魅力 

（近隣市、町 

 との違い） 

をすべき 

市(行政)に対する 

無関心 

(自分(達)の町) 

という意識 

今、市が行っている

市民参加型の 

施策が分からない 

他のマネで 

なく、 

小田原だけの 

条例で良い 

規模縮小 

(都市全体の) 

二宮尊徳の 

思想を 

土台にする 

公共権 

公的宗教 

がない 

２市８町 

反対して 

いる人多い 

（市民以外の 

人も含め） 

民法発祥の地 

→民の優位の 

 思想を！ 

子どもへは 

漁業権 

フリー 

法的 

解決策 

子供(小学生,etc.) 

海・川・山(自然) 

への特権 

(漁業権など 

関係ない) 

希望 

解決方法 

農業の法の 

問題 

つなぐ 

システム 

心配事 

まわりに失職して 

いる人が多く、若い

人々がいます。 

ますます小田原 

から離れていく 

のでは？ 

人手不足 

後継者の 

問題 

年をとっていく 

につれ、外出の 

時、バリアフリー

でない所が 

目につく様に 

なった 

私達がもっと 
年をとった時、 
福祉が充実出来る 

のか？ 
ヨーロッパの国みた
いに、２５％消費税
とるが、ゆりかごか
ら墓場まで 

若者が 

公的活動に 

出てこない 

会議室が 

有料で困る 

南足柄の文化 

センターの閉鎖 
→高度な催し物が出
来るような大ホール
と小ホール（市民の
望む）を作る 

材木屋さんが 

つぶれていく 

耕作されて 

いない畑 

木がたおれて 

いる道 

川をブロック 

で囲むことは 

困る 

町の中で 

のこっている 

雑草 

せっかく 

手入れを草地が 

開発されて 

しまった 

困っている 

心配なこと 



第２回オープンスクエア（平成９月２６日）５班（６人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地 域 団 体 

リ ー ダ ー    人  材     考 え 方   情報ネットワーク    運 営 

自己顕示欲の強い人がいる。 

積極的は良いが自己満足的である。 

何か新しいことを始めた場合に、既に
あったこと、先人の苦労を無視してい
る傾向にある。 

自治会役員をやっていることを「生
きがい」として役員をやめない。 

「イニシアチブをとるのは誰か」とい
うことを問いかける人がいる。 

行 政 と 市 民 

ハ ー ド      ソ フ ト 

自治会・ＰＴＡの人材不足 

自治会役員の女性不足 

無関心層の比率が高い。 

結論をすぐに求めようとする人がい
る。 

自助、共助、公助、という場合「助力」
を受けたい原因を行政の力のなさに求
めすぎている傾向がある。 
依頼心、依存心が高い。 

任期制限を設けることで後継者の育
成のシステムを構築する必要があ
る。 

ＴＲＹフォーラムを傍聴しての感想 
受益者感覚、消費者感覚が主流での 
「小田原」評価だった 

労力を惜しむ。面倒くさくてやらない
等。ごみの分別や減量化 

ささいなルール無視 

この頃回りの方が意識がおかしくなっ
ていて 

マナーの低下 

市民（行政議会を含め）無関心（無責
任、他力本願等）自主性が希薄 

 

大人の社会的モラルが悪い。人間再教
育が小田原を作る最大の鍵。観光都市
のおもてなしの心 

自治会の意思決定、運営方針が不安定 

「公共空間の空白化」論が出ていたが、
公共空間の私物化をしていた商店街の
人達の自覚がもっと進むと良い。 

会議の日程、時間を決めるとき「働い

ている時間」だからと土日を希望する

人がある。土曜日はボランティア活動

で埋まっている。日曜日は家族サービ

ス。 

市民の意見交換の場としてネットの活
用はできないか。 

地域で情報共有が難しい。 

団体に籍を置いても一同に会すること
が困難。 

同じような失敗を繰り返している。 

地域住民の希望が掴めない。 
サイレントマジョリティ 

特定の一部の人に仕事が集中してい
る。 

人口の変遷の予測をしたうえで、ニー

ズを分析して考え、優先順位を決める

必要がある。 

子供の健全育成の為、子供会の活性化

の指導、親の教育が大切。まず挨拶を。

躾教育 

農業に従事する人達と他の職業の人達

と交流が少ないのではないか。 

条例制限 

個人情報保護法の解釈 

小田原市だけでも電磁波の条例 

そ の 他 

歩いて回れる商店街の活性化について 
考えたい 

図書館の整備 特に星崎記念館 

水路の管理について（コンクリートの
老朽化の対応方法） 

土の流れなど人の手の届かないところ
への管理の状況を知りたい。 

小田原に居住し、都市に働きにでる者
の関心を高めるための方策を講じる。 
（駅活用） 

市内に無料駐車場があるとありがた
い。（医者に行くことが多いので。） 

大型施設の利用状況（土壌や水質に関
する影響評価）を情報として得ること 
はできないか。 

道路の横断歩道の白癬を住民で塗るこ
とはできないか。 

公共施設の駐車場整備の充実 
利用度を高めるため。 

障害者にやさしいまちづくり 
(スロープがないところ多く参加困難) 

行政職員のスリム化。民営できるもの
は帰るべき。 

お年寄りへの市からの通知がわかりに
くい。もっとわかりやすくすべき。 

市役所の縦割りを廃止。 

学童保育の指導者の教育の徹底化 
子供の善悪、行儀、人としての教育 
をすべし。 

エコマップを作成してはどうか。 
ポストを設置して空缶ゴミ要注意地帯 
を指摘しやすくする。 

緑の多い駅前再生 




